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1．諸　　言
近年，トップアスリートのキャリア問題に関する関
心が高まっている。我が国のトップアスリートのキャ
リアを取り巻く環境は，経済的な低迷，産業構造の変
化，競技の高度化，国体強化を目的とした教職員とし
ての採用の衰退といった問題から大きな変化が起こっ
ている 1–3)。この影響は，大学生トップアスリートの就
職にも波及している 4)。2008年秋に起こったアメリカ
のサブプライムローン問題は，この状況に拍車をかけ
ている事が考えられる。景気が失速すれば，雇用調整
が進み，新規学卒者の就職状況が厳しくなる 5)。実際
に，厚生労働省が発表した「平成 22年度大学等卒業予
定者の就職内定状況調査」6)によると，平成 22年度の
大学卒業者の 10月 1日時点の就職内定率は 57.6%と
前年度の同調査結果 62.5%を大きく下回っている。こ
の数字は，就職氷河期と言われた 2003年の同時期の同
調査 60.2%をも下回っており，大学生全体の就職率の
低下が深刻な問題となっている。一般の大学生に比べ，
トレーニングや試合，遠征等で時間的な制約が生じる
大学生トップアスリートは，就職を得る事がさらに困
難になっている可能性は高いと考えられる。また，日
本のスポーツを支えてきた「企業スポーツ」は，大学
生トップアスリートの就職先としても大きな役割を果
たしてきた。しかし，企業スポーツはクラブを所有す
る企業の経営状況を受けやすく，90年代のバブル崩壊
の影響を受けて休・廃部が続いた。企業クラブの休廃
部数はサブプライムローン問題後，再び増加傾向にあ
り，大学生トップアスリートの就職をさらに困難にし
ていると推察される 7)。
加えて，大学生トップアスリートのキャリア形成を
困難にしている要因として挙げられるのが「スポーツ
を利用した大学の経営戦略」である。社会の注目を集
める一流の大学生トップアスリートは，メディアへの
露出が高く大学の広告戦略として重要な媒体となって
いる 8)。メディアに露出するためには，高い競技成績
が必要であり，優秀なアスリートの獲得が重要となる。
そこで各大学運動部の監督・コーチ・OBはスポーツ
推薦制度や奨学金，トレーニング環境を武器に一人で
も多くの優秀なアスリートを入学させるべく激しいリ
クルート活動を行なっている。また，多くの大学がス
ポーツ学人気に伴いスポーツと名のついた学部や学科
を新設し，スポーツ推薦以外のルートでもこれまで以
上に大学生アスリートが入学しやすい環境を整えてい
る 9)。これらの状況は，大学生アスリートにとって一
見優位に働いているようにも見える。しかし，大学に
入学してきたアスリートに対する指導・教育は現場の
指導者に一任されている事が多く，大学側が，大学教
育の一環として，直接関与することはほとんどない 10)。
友添 11)は，スポーツ推薦制度によって大量に入学して
くる学生の受け皿としての就職先の減少や大学と企業
が連携しながら支えてきた日本型トップアスリート養
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成システムの崩壊を挙げ，アスリートの「使い捨て」
を前提としている現状を指摘している。つまり，スポー
ツを利用した大学入学への間口は広がっても，大学卒
業後の出口が広がらないという現状があることで，卒
業後の進路は非常に厳しいものともいえよう。
先述した競技の高度化や経済の低迷，大学のブラン
ド戦略といった環境変遷により，大学生トップアス
リートの学業や就職活動に停滞が生じ，卒業後のキャ
リア形成が円滑に進まないという状況は，非正規雇用
者や無業者（フリーターやニート）に代表される雇用
不安定の増加といった社会的に顕在化している問題と
も繋がる。加えて，大学生トップアスリートの多くは，
各競技団体が実施する一貫指導プログラムの中で強化
された競技者が多く存在しており，多額の国費が注ぎ
込まれている。世界を相手に戦い，トップレベルの競
技経験で培った知識や経験を競技引退後も社会に還元
し，スポーツ振興や日本経済の発展に寄与することは
競技団体の経営という観点からも重要な課題である。
また，経営戦略としてスポーツに力を注ぐ各大学に
とっても，間口が広がり大量に入学してくる大学生
トップアスリートが就職できないという現状は，大学
の経営面でも負の材料になる可能性が高い。
この様に，大学生トップアスリートは，大学卒業後
の就職に関して大きな困難を抱えているが，我が国に
おいては，大学生トップアスリートのキャリア問題に
関する研究や調査は未だほとんど行われていないのが
現状である。一方，海外，特に米国においては，コミュ
ニケーションスキルや目標設定スキル，ソーシャルサ
ポートの探求，ポジティブシンキング等の多様なスキ
ルから構成される「ライフスキル（Life Skills）」とい
う概念に着眼し，アスリート等を対象とした「ライフ
スキル教育プログラム」が開発されている 12)。また，
実際にそのプログラムの実践 13)を通じて，アスリート
の競技引退後のキャリア形成を視野に入れた生涯発達
的支援が行われている。
このライフスキルに関して，体育・スポーツ心理学
領域では，体育授業や運動部活動におけるスポーツ経
験が，ライフスキルの獲得に正の影響を及ぼしている
ことを示唆する報告が多数ある 14–18)。このライフスキ
ルは，21世紀における教育の基本目標である「生きる
力」に極めて類似した概念としても国内では位置づけ
られている 17,19)。また，「日常生活の中で生じるさまざ
まな問題や要求に対して，建設的かつ効果的に対処す
るために必要な能力」20)というライフスキルの定義か
らは，アスリートが獲得していると考えられるライフ
スキルが，大学生トップアスリートのキャリア形成を
促す要因の 1つとなることが期待されるだろう。
そこで，本研究では，大学を卒業したばかりのトッ
プアスリートに対してアンケート調査を実施し，アス
リートにおけるライフスキル獲得の重要性を示す資料
を得ることを目的とした。具体的には，就職が決定し
ている個人と未決定の個人のライフスキル獲得レベル
を比較し，有意な差が見られるかを検証する。仮説と
しては，ライフイベント（人生における重大な出来事）
とも言える就職活動を乗り越えた前者の方がライフス
キルの獲得レベルは高いと予測される。また，どのよ
うにして就職活動を行ったかという情報も収集し，ラ
イフスキルの獲得と就職活動の形態との関連性につい
ても検討を行う。
2．方　　法
1）調査協力者
東京，神奈川に所在する私立大学（東日本学生レス
リング連盟 1部の 5大学，1大学あたり 4–5名）に所
属し，2011年の 3月に大学を卒業した男子レスリング
選手 24名（平均年齢 22.0± 0.2歳）である。いずれも
全日本学生選手権レベル以上の大会で優秀な成績を収
めており，高度なレベルで競技を行ってきたトップア
スリートである。
2）調査時期と手続き
事前に各大学レスリング部の監督，コーチに対して
調査の趣旨説明を行い，調査協力の許可を得た上で
2011年の 3月から 4月にかけて行われた。アンケート
用紙は本研究者が各大学のレスリング道場を訪問し，
調査協力者に十分な説明を行った後に配布し，集合調
査法実施後その場で回収した。また，調査自体は記名
式により実施された。
3）調査内容
就職に関する項目：調査実施時点における就職決定
の有無と，就職決定者には 6つの就職活動の形態（①
自らの競技経験を生かせる職業に焦点を絞り就職活動
を行った，②幅広い職業を対象として就職活動を行っ
た，③何らかのコネクションを利用した，④ OBのコ
ネクションを利用した，⑤家業を継いだ，⑥その他）
から該当する 1つを選択してもらった。
ライフスキル評価尺度：島本ほか 21)が現場の指導
者の実践的な経験をもとに開発した尺度で，アスリー
トにおけるライフスキルを，「悩み解消（例：悩み事は
きちんと話を聞いてくれる人に打ち明けている）」，「目
標設定（例：目標を達成するための計画を具体的に立
てている）」，「考える力（例：あれこれと指示を受けな
くても，次にどうすればよいか考えることができる）」，
「感謝する心（例：お礼の言葉は，はっきりと声を出し
て伝えている）」，「コミュニケーション（例：同学年だ
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けでなく，先輩や後輩，指導者ともうまく付き合って
いる）」，「礼儀・マナー（例：感情的な挑発行為や言動
は行わない）」，「最善の努力（例：単調な作業の繰り返
しでも，地道に取り組むことができる）」，「責任ある行
動（例：同じような失敗を二度繰り返さないようにし
ている）」，「謙虚な心（例：いつも自分が絶対に正しい
とは思わないようにしている）」，「体調管理（例：適度
な睡眠をとり，次の日に疲れを残さないようにしてい
る）」という計 10側面から評価することができる（1
側面 4項目）。項目の評定は「1：ぜんぜん当てはまら
ない，2：あまり当てはまらない，3：わりと当てはま
る，4：とても当てはまる」という 4段階の自己評定で
行い，評定値が高いほどスキルの獲得レベルが高いと
解釈される。回答に際しては，「競技場面を含めた日常
生活全体における様子についてお聞きします。以下の
各項目について，現在の自分に最も当てはまる選択肢
の数字 1つに○印を付けて下さい」という教示を行い，
調査実施時点における様子について回答してもらっ
た。
4）統計処理
就職決定群と未決定群を対象とした対応のない 2変
数の t検定を行い，就職決定の有無によるライフスキ
ル各側面の獲得レベルの差を検証した。また，就職決
定群においては，就職活動の形態に着目した一要因の
分散分析を行い，形態によるライフスキル各側面の獲
得レベルの差を検証した。すべての分析には統計ソフ
トの SPSS Statistics 17.0を使用し，有意水準は 5%と
した。
3．結　　果
1）t検定の結果
表 1には就職決定群（15名）と未決定群（9名）に
おける，ライフスキル各側面の基本統計量と t検定の
結果を示している。仮説として，就職決定群の方が未
決定群よりも全体的にライフスキルの獲得レベルが高
くなることが予想されたが，いずれの側面においても
有意な差は認められなかった。
2）就職活動の形態からみたライフスキル各側面の分
散分析の結果
表 2には，就職決定群における就職活動の形態の分
類を示している。それによると，「OBのコネクション
を利用した」と「家業を継いだ」に該当する個人は見
られず，分析自体は「その他」の 1名を除いた 14名を
対象として行った。その結果，「感謝する心」と「礼
儀・マナー」，「責任ある行動」において主効果が認め
られ，Tukey法による多重比較の結果からは，いずれ
の側面とも，形態①の群は形態③の群に比べ有意にス
キルの獲得レベルが高いことが示された（表 3）。また，
分析の対象とした 3つの形態において，形態①と形態
②に比べ，形態③は就職活動としての難易度は低下す
ると考えられることから，ライフスキルの獲得レベル
が高い個人ほど難易度の高い課題に挑戦し，就職を獲
得していることが示唆された。
以上の結果，キャリア形成という就職決定の有無か
らはライフスキル獲得の重要性を客観的に明らかにす
ることはできなかったが，就職活動の形態という，困
難な課題へと向こう行動様式においては，ライフスキ
表 1　就職決定の有無からみたライフスキル各側面の t検定の結果
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ル獲得の効果が示唆される結果となった。以下では，
それぞれの分析結果について考察を行う。
4．考　　察
1）就職決定群と未決定群のライフスキル獲得レベル
の比較
就職決定群と未決定群でライフスキルの獲得レベル
に差が見られなかったのは，調査を実施したのが就職
活動後であったことが関係していると考えられる。就
職決定群のライフスキルの獲得レベルが，この先の進
路に一定の目途が立ったことで一時的に低下したの
か，反対に未決定群の獲得レベルが，今後も引き続き
努力が必要であるために向上したのかの，どちらかの
ケースではないかと考える。今後は，まず，就職活動
が開始される前にライフスキルのデータを収集し，同
一の調査対象者に大学卒業時に再び調査を実施するこ
とで，事前のライフスキルの獲得レベルが就職決定の
有無にどのような影響を与えるのかを厳密に検証して
いくことが必要であろう。また，「謙虚な心」において
両群の平均値の差が最も大きく（t(22)=1.97，p値 =.06），
未決定群の得点が高い結果となったが，就職状況の厳
しさが，「たとえほめられたとしても，いつまでもその
事で浮かれることはない」，「過去の栄光や成功にいつ
までもとらわれないようにしている」という「謙虚な
心」の獲得を促している可能性が示された。
2）就職決定群における就職活動の形態
今回の調査協力者には，全日本選手権優勝者や国際
大会に日本代表選手として派遣される等，大学卒業後
も競技を継続する非常に高度なレベルの競技者を数名
含んでいる。これらのトップアスリートは，主に形態
①を選択しており（5名中競技継続者 4名），自らの競
技経験を生かすことのできる職業（スポンサー，警視
庁，自衛隊，大学教員等）に就くためには，日本代表
に選出されるなどの高い競技実績が求められる可能性
がある。また，形態④の該当者がゼロという結果は，
表 2　就職決定者における就職活動の形態
表 3 就職活動の形態からみたライフスキル各側面の分散分析の結果
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以前のように体育会 OBのコネクションを利用して職
業を得ている個人が少ないこと，すなわち，現在にお
ける大学生トップアスリートの就職状況の厳しさを反
映していると言えるだろう。
3）就職活動の形態からみたライフスキル各側面の分
散分析の結果
形態①の群は，全体的にライフスキルの獲得レベル
が最も高い傾向にあった（表 3）。先述のように，形態
①の群は非常に高度な競技実績を持ち大学卒業後も競
技を継続する，競技へのコミットメントの高い個人の
集まりと言える。先行研究 17)においても，競技に対す
るコミットメントが高い個人ほどライフスキルの獲得
レベルが高いことが報告されている。また同様に，競
技レベルが高いほどライフスキルの獲得レベルも高い
ことが示されているため 14)，本研究の結果はこれら先
行研究の知見を支持するものと言えるだろう。
形態②の群も，形態①の群と同様に自らの力で一か
ら就職活動を行った群である。ライフスキルの獲得レ
ベルでは全体的に形態①の群を下回るものの，競技活
動で就職活動を十分に行うことができない環境ながら
も，チームメイトや指導者等に相談に乗ってもらうこ
とで適切に悩みや不安を解消し，目標設定によって動
機づけを高め，自分自身の力で就職を獲得した群だと
考えられる。形態①の群と合わせ，今後，彼らがどの
ようにキャリアを歩んでいくのか，また，その過程に
おけるライフスキル獲得レベルの状態はどのようなも
のなのかについて，定期的に追跡調査を実施し注視し
ていくことが望まれる。
形態③の群は，形態①の群に比べて，「感謝する心」
と「礼儀・マナー」，「責任ある行動」において有意に
ライフスキルの獲得レベルが低かったが，正確には「目
標設定」を除き，全体的にライフスキルの獲得レベル
は 3群の中で最も低い傾向にあるととらえるべきであ
ろう。その背景には，自らの力のみで就職を獲得して
いないことから，その後の職業生活に対する不安が影
響を及ぼしている可能性がある。コネクションの利用
自体は，困難な課題を克服する上での行動様式の 1つ
であると考えられるが，そのことが今後のライフスキ
ルの獲得，自らのキャリアの発達にどのような影響を
与えるのかについては未知数である。引き続き，注意
深く観察をしていく必要があるだろう。
4）今後の課題
最後に，本研究における今後の主な課題について述
べる。本研究では，1時点の横断データをもとに検討
を行ったが，今後は，トップアスリートのキャリア形
成，キャリアトランジションとライフスキル獲得との
関係を，縦断データをもとに詳細に検討していく必要
がある。具体的には，大学生トップアスリートに対し
て長期縦断調査への協力を依頼し，年間を通じたライ
フスキル獲得レベルの変化の様子を明らかにしなが
ら，その過程でのライフスキルとキャリアのあり方（就
職，転職，昇進など）との関係を明らかにしていくこ
とが求められよう。そのような長期的視野に立った検
討が，大学生トップアスリートにおけるライフスキル
獲得の重要性，さらにはキャリア形成，キャリアトラ
ンジションを促す支援のあり方を明らかにすることに
つながると考えられる。
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